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學
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學
准
教
授

ゆまに書房

江
戸
文
学
と
近
代
文
学
を
結
ぶ
、

結
節
点
に
位
置
す
る
毒
婦
も
の
文
藝
を
集
成
。

文
学
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
、
社
会
学
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
、
大
衆
文
化
論
等
の
貴
重
文
献
。

文学が江戸時代からの戯作の延長であった明治初期、活字印刷の勃興により急速に発展した新メディアから供給される情報の中か
ら市井の刺激的な事件をもとに、戯作者たちは「合巻」（絵入り読み物）を生み出して庶民に提供していった。その中で最も注目され
たのが「毒婦小説」であった。まず、三大毒婦小説を中心に、参考資料として、新聞記事や後発本、演劇台本、俗謡などを収録し、
また、早逝してあまり知られていない岡本起泉についてその作品にはじめて翻刻を付すなど、研究者や学生に有用な集成として編纂。



収
録
作
品
一
覧

●
第
一
巻　

久
保
田
彦
作
篇 

①

 

鳥と
り

追お
い

阿お

松ま
つ

海か
い

上
じ
ょ
う

新し
ん

話わ　

三
編
九
冊

（
合
巻
・
明
治
十
一
年
二
〜
三
月
・
国
文
学
研
究

資
料
館
所
蔵
）　

 

鳥
追
お
松
の
伝

（
つ
づ
き
も
の
・『
か
な
よ
み
』・
明
治
十
年
十
二

月
十
日
〜
十
一
日
、
十
一
年
一
月
十
一
日
中
絶
）

 

鳥
追
阿お

松ま
つ

海
上
新
話　
一
冊

（
活
字
・
明
治
十
九
年
十
月
・
大
川
錠
吉
）

 

鳥
追
お
松
く
ど
き　
初
～
二
編
二
冊

（
俗
謡
・
明
治
十
三
年
・
吉
田
小
春
）

 

廿
四
時
改
正
新
話　
一
枚

（
絵
本
番
付
・
明
治
十
一
年
四
月
・
東
京
春
木
座

初
演
）

 

廿
四
時
改
正
新
話　
三
枚

（
浮
世
絵
・
明
治
十
一
年
・
豊
原
国
周
画
）

 

鳥
追
於お

松ま
つ

海
上
話　
一
冊

（
芝
居
筋
書
・
明
治
十
一
年
五
月
・
大
阪
戎
座
初
演
）

 
鳥
追
於
松
海
上
話

（
脚
本
・
明
治
二
十
九
年
・
勝
諺
蔵
・『
演
劇
脚

本		
米
国
革
命
史
╱
鳥
追
於
松
海
上
話
』
収
録
・

中
西
貞
行
）
ほ
か
四
点

●
第
二
巻　

久
保
田
彦
作
篇 

②

 

鳥
追
お
松　
一
冊

（
速
記
本
・
明
治
三
十
三
年
一
月
・
錦
城
斎
貞
玉

講
演
・
中
村
惣
次
郎
）　

 

絶
世
の
美
人　

鳥
追
お
松　
一
冊

（
速
記
本
・
明
治
三
十
三
年
六
月
・
桃
川
燕
林
講

演
・
一
二
三
館
）

●
第
三
巻　

仮
名
垣
魯
文
篇 

①

 

高た
か
は
し
お
で
ん
や
し
ゃ
も
の
が
た
り

橋
阿
伝
夜
刃
譚　
八
編
二
十
四
冊

（
合
巻
・
明
治
十
二
年
二
〜
三
月
・
国
文
学
研
究

資
料
館
所
蔵
）

●
第
四
巻　

仮
名
垣
魯
文
篇 

②

 

お
伝
の
助
命
状

（
新
聞
記
事
・『
仮
名
読
新
聞
』・
明
治
九
年
九
月
十
三
日
）　

 

高
橋
阿
伝
の
は
な
し

（
つ
づ
き
も
の
・『
か
な
よ
み
』・
明
治
十
二
年
二

月
一
日
〜
二
月
二
日
中
絶
）

 

東
京
曙
新
聞　
八
七
九
号

（
新
聞
記
事
・
明
治
九
年
九
月
十
二
日
）

 

横
浜
毎
日
新
聞　
一
七
三
九
号

（
新
聞
記
事
・
明
治
九
年
九
月
十
二
日
）

 

郵
便
報
知
新
聞 

一
八
〇
一
号
～
一
八
〇
三
号

（
新
聞
記
事
・
明
治
十
二
年
二
月
一
日
〜
四
日
）

 

毒
婦
お
伝
の
は
な
し

（
新
聞
記
事
・『
東
京
絵
入
新
聞
』
一
〇
八
九
号

〜
一
〇
九
八
号
、
一
一
〇
〇
号
〜
一
一
〇
四
号
・

明
治
十
二
年
二
月
一
日
〜
十
三
日
、
明
治
十
二

年
二
月
十
五
日
〜
二
十
一
日
）

 

高
橋
阿
伝
夜
刃
譚　
一
冊

（
活
字
・
明
治
十
九
年
・
自
由
閣
）

 

高
橋
お
伝
積
悪
譚　
一
冊

（
銅
板
絵
本
・
明
治
二
十
年
・
村
山
銀
治
郎
）

 

高
橋
お
で
ん
く
ど
き　
三
篇
六
冊

（
俗
謡
・
明
治
十
三
年
・
吉
田
小
吉
）

 

綴
合
於
伝
仮
名
書

（
脚
本
・
明
治
二
十
二
年
・
河
竹
黙
阿
弥
・『
演

劇
脚
本
上
巻
』
収
録
・
吉
村
い
と
）

 

綴
合
於
伝
仮
名
書　
三
冊

（
合
巻
・
明
治
十
二
年
・
武
田
交
来
）

 

綴
合
於
伝
仮
名
書　
三
冊

（
合
巻
・
明
治
十
二
年
・
篠
田
仙
果
・
山
村
金
三
郎
）

 

綴
合
於
伝
仮
名
書　
四
種

（
浮
世
絵
・
明
治
十
二
年
五
、六
月
）

	

①
上
州
富
岡
小
澤
店
の
場

　（
三
福
対
・
豊
原
国
周
画
）

	
②
横
浜
海
岸
根
岸
道
の
場

　（
三
福
対
・
豊
原
国
周
画
）

 

③
不
明
（
三
福
対
・
楊
州
周
延
画
）

	

④
東
京
府
裁
判
所
内
の
場

　（
三
福
対
・
梅
堂
国
政
画
）

 

『
高
橋
阿
伝
夜
刃
譚
』と
魯
文
翁

（
随
筆
・
大
正
十
五
年
・
野
崎
左
文
『
明
治
文
学

名
著
全
集
　
高
橋
阿
伝
夜
刃
譚
』
収
録
・
東
京

堂
出
版
）

●
第
五
巻　

岡
本
起
泉
篇 

①

 

夜よ
あ
ら
し嵐

阿お

衣き
ぬ

花は
な

廼の

仇あ
だ

夢ゆ
め　

五
編
十
五
冊

（
合
巻
・
明
治
十
一
年
六
月
・
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

 

毒
婦
阿
衣
の
伝

（
つ
づ
き
も
の
・『
東
京
さ
き
が
け
』・
明
治
十
一

年
五
月
二
十
八
日
〜
？
）

 

郵
便
報
知
新
聞
（
つ
づ
き
も
の
）

 

夜
嵐
於
衣
花
廼
仇
夢　
一
冊

（
活
字
・
明
治
十
九
年
十
二
月
・
鈴
木
金
次
郎
）

 

東
京
日
日
新
聞　
第
三
号
（
錦
絵
新
聞
）

●
第
六
巻　

岡
本
起
泉
篇 

②

 

東と
う
き
ょ
う
き
ぶ
ん

京
奇
聞　
七
編
二
十
一
冊

（
合
巻
・
明
治
十
二
年
二
〜
五
月
・
早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
）
＊
翻
刻
を
附
す
。

 

阿
伝
の
咄

（
つ
づ
き
も
の
・『
東
京
魁
新
聞
』・
明
治
十
二
年

一
月
一
日
〜
五
月
六
日
完
）

●
第
七
巻　

岡
本
起
泉
篇 

②

 

白は
な
あ
や
め
お
し
げ
の
な
り
ゆ
き

菖
阿
繁
顛
末　
三
編
九
冊

（
合
巻
・
明
治
十
三
年
二
月
・
国
文
学
研
究
資
料

館
所
蔵
）
＊
翻
刻
を
附
す
。

 

お
し
げ
が
昔
語
り

（
つ
づ
き
も
の
・『
東
京
魁
新
聞
』・
明
治
十
二
年

七
月
八
日
〜
？
）

 

幻ま
ぼ
ろ
し
お
た
け
う
わ
さ
の
き
き
が
き

阿
竹
噂
聞
書　
三
編
九
冊

（
合
巻
・
明
治
十
四
年
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
所

蔵
）
＊
翻
刻
を
附
す
。

 

幻
阿
竹
の
話

（
つ
づ
き
も
の
・『
東
京
魁
新
聞
』・
明
治
十
二
年

十
一
月
二
十
四
日
〜
十
二
月
十
七
日
完
）

※
収
録
作
品
・
資
料
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

監
修
の
こ
と
ば

中
村
正
明

　
明
治
初
年
代
か
ら
十
年
代
に
か
け
て
の
文
学
界
は
江
戸
時

代
か
ら
の
戯
作
の
延
長
に
あ
り
、
そ
の
旧
来
の
戯
作
の
枠
組

み
の
中
に
新
し
い
時
代
の
風
俗
や
文
化
を
盛
り
込
ん
だ
娯
楽

的
読
み
も
の
が
多
く
読
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
活
字

印
刷
の
勃
興
に
よ
り
新
聞
、
雑
誌
等
の
新
メ
デ
ィ
ア
も
急
速

に
発
展
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
明
治
の
人
々
は
新
し
い

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
新
し
い
情
報
を
貪
欲
に
求

め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
戯
作
者
た
ち
は
、
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
市
井
の
刺
激
的
な
事
件
事
故
の
記
事
を
基
に

し
た
合
巻
（
絵
入
り
読
み
も
の
）
を
生
み
出
し
、
新
古
を
合
わ

せ
た
読
者
た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
腐
心
す
る
。
そ
の
最

も
注
目
さ
れ
た
題
材
が
「
毒
婦
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
で
、

実
在
の
彼
女
た
ち
の
犯
罪
物
語
が
叢
生
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
代
表
が
久
保
田
彦
作
『
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
』

や
仮
名
垣
魯
文
『
高
橋
阿
伝
夜
刃
譚
』、
岡
本
起
泉
『
夜
嵐
阿

衣
花
廼
仇
夢
』
で
あ
る
。
明
治
十
一
年
か
ら
十
五
、六
年
に
か

け
て
流
行
し
た
こ
れ
ら
の
毒
婦
小
説
と
い
う
べ
き
作
品
群
を

網
羅
的
に
集
成
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
代
の
息
吹
と
勢
い
を

知
る
こ
と
に
な
る
。

（
國
學
院
大
學
文
学
部
教
授
）

主
要
作
品
の
梗
概

鳥
追
阿
松
海
上
新
話

明
治
十
～
十
一
年
、
小
新
聞
『
か
な
よ
み
』
の
連

載
記
事
を
合
巻
化
し
た
作
品
。
お
松
は
江
戸
木
挽

町
の
貧
民
窟
に
住
む
娘
で
、
新
内
流
し
（
鳥
追
）

を
し
て
暮
ら
し
て
お
り
、
美
人
と
し
て
評
判
が
高

か
っ
た
。
そ
の
美
貌
を
利
用
し
て
、
慕
い
寄
る
元

徴
兵
隊
の
濱
田
正
司
や
呉
服
屋
の
手
代
忠
蔵
を
、

情
夫
の
大
阪
吉
と
結
託
し
て
騙
し
、
金
を
む
し
り

取
っ
て
い
く
。
や
が
て
官
憲
に
追
わ
れ
て
東
京
か

ら
出
奔
し
各
地
を
逃
げ
回
る
が
、後
に
病
死
す
る
。

高
橋
阿
伝
夜
刃
譚

明
治
十
二
年
二
月
末
、『
か
な
よ
み
』
に
記
事
掲

載
直
後
、
合
巻
化
さ
れ
た
作
品
。
上
野
国
（
群
馬

県
）
生
ま
れ
の
高
橋
お
伝
は
夫
と
と
も
に
故
郷
を

出
奔
す
る
が
、そ
の
途
次
に
夫
が
癩
病
に
か
か
る
。

お
伝
は
献
身
的
に
看
病
す
る
が
夫
は
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
後
、
上
京
し
た
お
伝
は
、
情
夫
を

作
っ
た
り
売
色
し
た
り
し
て
身
を
持
ち
崩
し
て
い

く
。
や
が
て
金
目
当
て
で
古
着
商
を
殺
害
し
て
逮

捕
さ
れ
た
お
伝
は
、
裁
判
の
す
え
斬
首
の
刑
に
処

せ
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。

夜
嵐
阿
衣
花
廼
仇
夢

明
治
十
一
年
、『
東
京
新
聞
』
の
連
載
記
事
か
ら

合
巻
化
さ
れ
た
作
品
。
金
持
ち
の
妾
だ
っ
た
お
衣

は
、
呉
服
商
の
伜
角
太
郎
と
出
会
い
忍
び
会
う
よ

う
に
な
る
が
、
そ
れ
が
ば
れ
て
追
い
出
さ
れ
て
し

ま
う
。
そ
の
後
、
角
太
郎
に
縁
談
が
持
ち
上
が
る

と
彼
も
ま
た
お
衣
か
ら
離
れ
て
い
く
。
お
衣
は
芸

者
に
戻
る
が
、
金
貸
し
業
の
士
族
小
林
金
平
に
身

請
け
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
女
は
歌
舞
伎
役
者

の
嵐
璃
鶴
に
の
め
り
込
み
、
邪
魔
な
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作者紹介

久保田 彦作（くぼた ひこさく）　1846（弘化 3）年～ 1898（明治 31）年　
明治初期の戯作者、歌舞伎作者。江戸生まれか。幕臣の家に養わ
れたが放蕩の末、五代目菊五郎付きの作者となり、また、一時東京
府に奉職したが、劇界に戻り河竹黙阿弥門下の歌舞伎作者となる一
方、仮名垣魯文に引き立てられ、「仮名読新聞」に関わった。1877（明
治 10）年『鳥追阿松海上新話』を刊行し、戯作者として名を上げた。
その後、「歌舞伎新報」の主筆となるなどし、黙阿弥四天王の一人
とも呼ばれたが、のち、劇界を離れることとなった。

仮名垣 魯文（かながき ろぶん）　1829（文政 12）年～ 1894（明治 27）年
江戸末期から明治初期の戯作者、新聞記者。江戸京橋生まれ。生
家は魚屋で奉公に出されたが、戯作本を愛読し、文人に可愛がられ、
戯作者花笠文京に入門した。放蕩の後、合巻類を刊行し、出版業
者の下請け仕事に携わりながら際物作家、ジャーナリストとして基礎
を固めた。明治に入ると『万国航海　西洋道中膝栗毛』や『牛店雑
談　安愚楽鍋』など開花期風俗小説によって花形作家となった。そ
の後、新政府の実学尊重の意向に沿った著作に携わったが、1875（明
治 8）年「仮名読新聞」を創刊し、1879（明治 12）年に『高橋阿伝夜
刃譚』によって作家としてカムバックした。その後戯作界のボス的
存在となっていたが、1890（明治 23）年、文壇を引退した。

岡本 起泉（おかもと きせん）　1853（嘉永 6）年～ 1882（明治 15）年
明治初期の戯作者。新聞記者。江戸深川生まれ。商家の出である
が 1877（明治 10）年、東京魁新聞に入社し活躍した。1878（明治 11）
年に『夜嵐阿衣花廼仇夢』、1879（明治 12）年に『其名も高橋毒婦
の小伝―東京奇聞』など実録もので人気を博した。後者は仮名垣
魯文と競作となった。1880（明治 13）年からは有喜世新聞で活躍し、
実話に基づく小説を多く発表したが肺患のため 30 歳で早逝した。
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